
◎火災概況
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その他

01：年頭にあたって

02：新年特集「二刀流で挑む！職場のプロフェッショナル！」

12：コンテンツ／災害概況

13：災害活動支援隊長あいさつ

14：ケイボウタイムズ

16：明日に備えて過去に学ぶ

17：ソナエの教室 

18：共に学び共に成長

20：ジョカツ!!

22：救急いろは

24：実録‼ 調査鑑識

26： We are Rookies ! 

1表紙：消防局庁舎

28：大阪の消防NEWS

30：Another Voice

31：ふるさと日記

32：落語DE火の用心

33：アニマル環状線

34：【職務】誰でもわかる「消防用設備等の点検
　　 及び報告」について

36：自衛消防隊紹介 ／ 女性防火クラブだより

37：人材育成のヒント

38：現場に活かす！救急救命士国家試験問題

39：消防漢字ガール

40：救急安心センターおおさかだより ／ 編集後記
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第21回　消防情報システム
　　　　　―映像視聴・配信機能について―

災害現場での活動を支える「警防部 警防課」。
「ケイボウタイムズ」では、毎号、警防課の各担当によ
る「この時期だから伝えたい」旬なネタを掲載するほか、
警防課が取り組む施策や事業についてお伝えします。

災害現場での活動を支える「警防部 警防課」。
「ケイボウタイムズ」では、毎号、警防課の各担当によ
る「この時期だから伝えたい」旬なネタを掲載するほか、
警防課が取り組む施策や事業についてお伝えします。

～警防課の「いま」を伝える～

警防課〈通信設備〉

18
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映像システムの全体図

「写真メモ」による調査写真の転送方法

送信する 撮影 or 写真
を選択

「写真メモ」
を起動

高所カメラ

・指令台
・構内CATV
・署情報表示装置
・大型表示装置
・可搬型業務用端末
・業務用端末

・署情報表示装置
・可搬型業務用端末
・業務用端末

・ドローン
・車載端末
・受令端末

・車載端末
・受令端末

・車載端末
・受令端末

・警防情報処理端末
・車載端末
・受令端末

・可搬型業務用端末
・業務用端末

作戦室
・大型表示装置

阪神高速※
ヘリTVカメラ

衛星地球局
LASCOM※

※指令情報センターが必要に応じて配信

映像集約装置
DiCaster 

 映像蓄積システム

消防局

本部特別高度救助隊 方面隊

救急車両消防車両

本署 出張所

像
映
末
端
令
受

受令端末映像
の共有



明
日

備去

学

過

Vol. 10

今回のテーマは 「 落下物 」
（警防部司令課）

　このコーナーでは、「安全文化の醸成と安全管理の徹底」を図ることを目的に、消
火・救助・救急など過去の負傷事例を振り返り、事例からの学びについて紹介していき
ます。ここで紹介する内容が、皆さんの日々の活動に役立ち、プロフェッショナルとして
の安全意識をさらに高める一助となることを願っています。
　今回は、火災現場での「落下物」による事故事例と対策について紹介します。

　火災現場での崩落や落下物による二次災害を防止するためには、進入建物の安全評価や、危険
物の排除に加え、危険情報の共有が重要です。

１ 建物構造や燃焼状況の早期把握と、建物の崩落リスクへの的確な判断
    ( 部材のたわみ、軋み音や亀裂などの兆候の総合的な評価をもとに、進入の可否や活動範囲を決定)

２ 屋内進入前の天井へのストレート注水やとび口などによる、落下・崩落のおそれがある部材の
　 除去後に活動
    ( 濃煙・熱気の環境では、上層部の冷却と排煙を行い、視界と活動の安全性を確保)

３ 危険な状況を察知した場合、速やかな小隊内での情報共有とともに、安全確保のために退避
    ( 小隊長は遅滞なく状況を指揮本部に報告し、報告を受けた指揮本部長は、直ちに全隊へ周知を行う
　  など、必要な安全措置を講じること)

　木造瓦葺モルタル塗２階建１フロア５室の文化住宅が全焼した火災です。消防隊到着時には、すで
に屋根が抜け落ち、軒先や外壁に部分的な崩落が発生していました。住人から、「104号室に逃げ遅れ
がいる」との情報があり、104号室の人命検索を行うため、救助隊員２名が先頭で進入し、その直後から
消火隊員１名が援護注水を行いました。さらに、後方から救助隊員１名が続き、計４名で屋内に進入し
ました。
　104号室の玄関からは濃煙が噴出し、室内の奥
側に火炎を目視で確認するも、ほぼ無視界の状
況でした。また、進入する前には落下物を除去す
るために、天井に向けてストレート注水を実施し
ましたが、落下物は確認されませんでした。
　しかし、玄関から約１ｍ進んだところで２階の
床材を支える根太が焼け崩れて落下し、消火隊
員の頭部をかすめて右肩に接触、消火隊員はその
場に倒れこみました。消火隊員の後方から進入し
ていた救助隊員が、直ちに根太を取り除き、消火
隊員を引きずり屋外へ退出しました。
※筒先隊員の負傷程度：頭部、右肩外傷( 軽傷 )

例
事
の
去
過

　火災現場での「落下物による負傷」という、一歩間違えば重大事故に至る可能性のあった実際の事案
からもわかるように、火災現場で屋内進入する際は、①燃焼建物の的確な安全評価、②危険箇所を排除
後の活動、③危険情報の共有、が極めて重要です。
　今回取り上げた過去の事例についても、こうした対策を徹底していれば、未然に防ぐことができた可能
性があります。
　これらを徹底することが、隊員一人ひとりの安全を守り、現場活動の確実な遂行につながります。今後も
「安全文化の醸成と安全管理の徹底」の方針のもと、一人の負傷者も出さないという強い意識をもって現
場に臨みましょう。
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 崩落や落下物対策の重要ポイント

受傷状況イメージ
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　このコーナーでは、 日常生活の中

で遭遇する突然の災害に対して、 ど

のようなソナエが必要か、 皆さんに

わかりやすくお伝えしていきます。

　いざという時のために、 一緒に学

んで備えましょう。 今回は…

そんな皆さんに…

断 水

へのソナエです

　災害が発生した場合、ライフラインが断たれ、断水することがあります。断水が発生すると、スーパーやコ
ンビニエンスストアのミネラルウォーターはあっという間に売り切れてしまいます。
　いざという時に困らないように日ごろからソナエておきましょう！

　今回は、「断水」へのソナエについてお伝えしました。災害は突然起きるものです。「明日もし断水したら？」と身近な状況に置き換え
て考えてみると、備蓄の必要性が実感できるのではないでしょうか？
　大切なのは、それぞれの生活スタイルに合わせた方法で日頃から少しずつ習慣化し、準備していくことです！

長期保存水は賞味期限が５～10年の物が多く、普通のミネラルウォーターの２倍から５倍長持ちします。
厚みのあるペットボトルが使われており、気体透過性（気体を通す性質）が低くなっているため、賞味期限を長くできています。

「習慣」「準備」「備蓄」を日ごろから意識することが大切です。

ミネラルウォーターの備蓄いろいろ

ソナエの
ポイント

　普段から飲んでいるミネラルウォーターを少し多めに
買っておき、賞味期限の近いものから使い、使った分だ
け買い足すローリングストックがオススメ！

賞味期限切れのミネラルウォーターを活用！

長期保存水って？

（日常的にミネラルウォーターを利用）

全て備えるのは、
ハードルが
高いな…

ためる
習　慣

例１）Aさん宅

　賞味期限の管理がしやすい、長期保存水の備蓄が
オススメ！こまめに買い替える必要がなく、備蓄管理の
手間が削減されます。

　備蓄しているミネラルウォーターは賞味期限が切れて
も慌てて処分しないでください。人間が生活をしていく
うえでは、想像以上に水が必要です。手や顔を洗った
り、何よりトイレを流すためには生活用水が不可欠で、
１人当たり１日約10～20ℓの生活用水が必要だと言わ
れています。断水時に生活用水として利用できますし、
空き容器も給水袋やポリタンクの代わりに活用できま
すので、処分する前に一度立ち止まっていただき、被災
した際の活用方法について想像してみましょう。

（日常的なミネラルウォーターの利用なし）
例２）Bさん宅

エ
ナ
ソ
の
へ
水
断

・
・
・

浴槽に残り湯
ポリタンクに水

容器の
準　備

給水袋や
ポリタンクを
準備！

３日分
の備蓄

×３日分
飲料水は１人
１日約３ℓ、
３日分を目安に！

備蓄方法を考えてみよう！

みんなで学ぼう



緊急消防援助隊教育科 指揮隊長コースで
共に学んだ同期生
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警防部司令課 南方面隊
消防司令長　上田 実人

広げようスキルアップの輪

第5回　緊急消防援助隊教育科「指揮隊長コース（第29回）」

共

共

学に

に

び
成長

　皆さん、内外部を問わず様々な研修を受講されるかと思いますが、研修で得た知
識を自分だけのものにしているのがもったいないと感じたことはありませんか？
　このコーナーは、研修受講者が研修の良かった点や他の人に伝えたいと感じたこ
とを紹介し、皆さんと共有するコーナーです。共に学び共に成長しましょう！
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令和６年能登豪雨派遣時

自衛隊と活動方針を調整している様子。

修了証の授与

指揮シミュレーション訓練

受援側の知事、市町村長、消防長、派遣側の統
括指揮支援隊長、指揮支援隊長、統合機動部隊
長にそれぞれ役割を分けて、シミュレーション訓
練を繰り返し実施。
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